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古
跡 

薬
師
堂
旧
地
。
本
町 

中
程
今
海
老
屋
と
い
へ
る
け
ん
ど
ん
屋
の
所
に
あ
り
、
六
七
十
年
以
前
多
賀
町
へ
引
た
り
、
今

常
蓮
寺
薬
師
是
也
。 

熊
野
堂
旧
地
。
本
町 
北
側
榎
本
彌
左
衛
門
屋
敷
脇
当
時
青
物
屋
の
所
に
熊
野
堂
と
て
わ
つ
か
斗
の
古
塚
有
、
い
つ
の

頃
よ
り
有
し
事
哉
。
今
は
平
陸
と
な
れ
り
。 

金
山
権
現
旧
地
。
鍜
冶
町 

古
代
平
井
治
兵
衛
屋
敷
に
あ
り
。
西
側
、
今
万
屋
の
所
、
今
は
東
側
に
勧
請
せ
し
が
、
年
暦

不
知
。
凡
二
百
年
程
の
よ
し
。
霊
験
あ
ら
た
に
し
て
、
鍛
冶
町
、
古
代
よ
り
火
災
を
免
れ
、
偏
に
権
現
の
擁
護
な
り
と
云

伝
へ
た
り
。
毎
年
二
月
十
五
日
、
当
所
の
鍛
冶
共
、
青
銅
を
甚
兵
衛
方
へ
持
寄
り
赤
飯
な
ど
し
て
、
権
現
を
祭
る
。
是
古

代
の
遺
風
也
。 

庚
申
塚
。
鴫
町 

大
工
町
突
当
り
、
北
側
今
番
屋
の
所
に
、
小
き
塚
有
。
其
上
に
古
木
の
榎
有
、
世
俗
庚
申
塚
と
呼
来
れ

り
。
延
宝
の
頃
、
い
つ
と
な
く
塚
も
平
陸
と
な
り
、
近
年
は
番
屋
を
立
る
。
石
像
（
尊
カ
）
社
等
は
有
し
と
い
ふ
説
も
あ

り
。
又
塚
斗
な
り
し
を
庚
申
塚
と
呼
来
れ
り
、
榎
は
享
保
の
頃
ま
で
有
し
が
、
古
木
故
朽
倒
れ
た
り
。 

蟻
塚
。
猪
鼻
町 

中
程
よ
り
少
し
鴫
町
の
方
に
あ
り
。
往
古
来
歴
知
れ
す
、
年
久
し
き
こ
と
に
て
今
は
知
る
人
も
な
し
。 

東
明
寺
大
門
旧
地
。
北
町 

今
東
側
門
谷
六
郎
兵
衛
屋
敷
分
也
。
当
時
、
間
坂
と
云
種
屋
の
辺
。
但
道
は
な
し
。
公
儀
水

帳
に
も
道
の
分
の
由
。 

十
念
寺
旧
地
。
代
官
町
今
宮
ノ
下 

東
明
寺
大
寺
の
時
は
此
辺
都
て
境
内
な
り
。
其
頃
十
念
寺
も
此
代
官
町
に
有
、
侍

屋
敷
地
割
に
付
堺
町
へ
引
た
り
。 

眞
行
寺
旧
地
。
改
の
内 

往
古
此
辺
に
あ
り
し
と
い
へ
と
も
所
不
詳
。 

妙
昌
寺
旧
地
。
多
賀
町 

古
来
当
所
今
湯
屋
の
辺
に
あ
り
し
が
、
一
度
寺
衰
微
に
及
び
、
延
宝
の
頃
此
地
を
売
払
ひ
、

境
町
に
て
其
頃
家
中
浅
場
孫
兵
衛
と
云
者
下
屋
敷
を
求
て
引
移
し
と
云
。 

行
傳
寺
旧
地
。
久
保
町
の
内 

所
は
不
詳
。 

高
松
院
旧
地
。
清
水
町 

所
は
不
詳
、
中
古
城
中
に
引
け
た
り
。 

鍋
屋
旧
地
。
宮
ノ
下 

今
の
広
小
路
の
處
、
大
昔
五
ヶ
村
鍋
屋
先
祖
居
住
の
地
な
る
由
、
委
し
く
鍋
屋
の
所
に
あ
り
。 

大
河
内
屋
敷
。
裏
宿
の
辺 

今
永
田
氏
屋
敷 

大
河
内
金
兵
衛
殿
此
所
に
居
住
の
由
。 

囚
獄
屋
敷
。
鍛
冶
町 

西
側
今
名
主
四
郎
治
屋
敷
、
古
よ
り
い
か
な
る
子
細
に
や
か
く
云
伝
た
り
。
鴫
町
鍛
冶
町
の
堺

昔
も
此
所
に
木
戸
有
。
鴫
町
よ
り
の
入
口
元
は
余
程
の
坂
也
。
い
つ
と
な
く
今
平
陸
と
な
る
。 

切
支
丹
屋
敷
。
中
原
町
の
辺
、
今
高
松
氏
屋
敷
の
辺
、
寛
永
の
頃
伊
豆
守
殿
天
草
よ
り
切
支
丹
類
葉
召
連
、
此
處
に
差

置
た
り
。
依
て
か
く
云
。 
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三
間
屋
敷
。
中
原
町 

今
相
生
氏
屋
敷
の
辺
古
長
屋
辺
迠
凡
二
千
坪
程 

三
間
大
隅
守
と
云
、
公
儀
御
預
り
人
居
住
の

由
、
わ
け
有
て
伊
豆
守
殿
よ
り
高
禄
給
は
る
と
云
。
其
跡
当
御
代
迠
有
し
か
其
後
小
屋
敷
に
地
割
改
。 

松
井
屋
敷
。
西
町
の
裏
今
水
村
下
屋
敷 

伊
豆
守
殿
家
臣
、
松
井
五
郎
左
衛
門
居
屋
敷
也
。
来
歴
の
事
は
始
に
記
し
爰

に
畧
す
。
表
通
り
北
向
、
こ
け
ら
葺
三
十
間
の
長
屋
門
、
左
右
裏
の
三
方
は
不
残
圍
ひ
、
中
に
も
東
の
方
は
、
外
通
り
、

深
さ
一
丈
余
り
の
、
か
ら
堀
、
内
方
は
髙
土
手
、
其
内
に
居
宅
縦
横
に
建
、
東
土
手
際
に
幅
四
間
に
、
竪
、
南
北
七
十
二

間
の
馬
塲
を
通
し
、
桃
柳
の
並
木
、
依
て
桃
の
馬
塲
と
も
柳
の
馬
場
と
も
い
へ
り
。
馬
塲
南
の
末
に
方
五
七
間
髙
三
間

斗
の
山
を
築
き
山
の
匂
倍
に
松
桜
を
植
、
山
上
に
観
音
堂
安
坐
せ
り
、
東
向
九
尺
四
方
。
千
手
観
音
石
佛
。
元
禄
の
頃

所
替
に
付
不
残
破
壊
し
当
時
水
村
下
屋
敷
と
な
れ
り
。
余
不
残
畠
と
な
り
、
只
観
音
堂
馬
場
築
山
の
俤
の
み
残
れ
り
。

観
音
堂
は
古
来
よ
り
此
所
に
有
し
と
も
い
へ
り
。 

妖
怪
屋
敷
。
大
久
保
町
角 

豆
州
、
濃
州
両
代
は
化
物
屋
敷
と
云
伝
て
、
明
屋
敷
な
り
。
当
御
代
に
至
り
、
小
屋
敷
二
つ

に
割
り
、
当
時
笠
原
氏
髙
橋
氏
屋
敷
四
拾
年
以
来
各
住
居
あ
れ
と
も
、
子
細
な
し
。
む
か
し
は
広
原
の
眞
中
に
て
陰
気

妖
怪
も
あ
り
し
か
。 

長
松
院
跡
。
坂
下 

元
此
所
御
鷹
匠
倉
林
助
左
衛
門
と
云
者
、
住
居
あ
り
し
所
也
。
後
広
済
寺
末
長
松
院
と
い
へ
る
庵

あ
り
、
是
も
子
細
あ
り
て
今
は
な
し
、
余
程
の
屋
敷
構
に
し
て
内
は
畑
也
。
当
時
広
済
寺
境
内
に
属
す
。 

御
鷹
部
屋
跡
。
中
原
町 

正
徳
の
始
、
戸
田
山
城
守
殿
鷹
部
屋
建
し
跡
也
、
今
古
長
屋
入
口
。 

元
服
跡
。
下
松
江 

西
側
久
保
町
突
当
り
、
昔
大
河
内
金
兵
衛
殿
わ
け
有
て
此
所
に
て
前
髪
有
し
と
云
。
今
に
方
五
六

尺
斗
の
地
き
よ
め
の
場
と
い
ひ
伝
へ
た
り
。 

時
の
鐘
常
蓮
寺
境
内 
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椎
名
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庫
鑄
之 

右
は
承
應
年
中
、
伊
豆
守
殿
鑄
さ
せ
ら
れ
し
鐘
也
。
此
所
に
掛
け
来
り
け
れ
と
も
、
形
小
く
、
音
ひ
く
き
か
故
、
当
時

は
づ
し
て
今
会
所
に
あ
り
。 

当
時
の
鐘 
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。
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良
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甲
州
谷
村
の
城
下
、
時
の
鐘
な
り
し
を
、
所
替
の
節
此
方
へ
持
せ
来
り
給
へ
り
。
音
色
た
く
ひ
な
く
風
気
に
依
て
は
六

七
里
か
程
に
て
も
近
所
の
鐘
の
如
し
。
誠
に
黄
渉
調
に
て
長
久
の
音
と
い
ふ
。
谷
村
所
替
の
節
貫
目
重
き
故
其
儘
差

置
れ
へ
き
に
極
り
し
に
、
不
思
議
や
龍
頭
の
折
鉄
延
て
鐘
下
へ
落
た
り
。
鍛
て
掛
け
し
に
又
鐘
樓
よ
り
落
た
り
。
再
三

に
及
ひ
し
か
ば
、
然
ら
ば
持
せ
参
る
へ
き
に
し
て
持
来
り
し
に
、
貫
目
軽
く
し
て
や
す
〳
〵
と
当
所
へ
来
る
。
凡
世
俗

に
申
伝
へ
た
る
鐘
の
奇
成
へ
し
諸
人
皆
知
る
所
也
。
此
多
賀
町
は
川
越
の
中
央
、
四
方
へ
の
釣
合
甲
乙
な
し
。
殊
に
鐘

撞
堂
薬
師
寺
門
を
兼
た
り
。
十
二
神
の
よ
る
所
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
て
此
所
に
掛
お
く
。
此
地
常
蓮
寺
境
内
な
り

し
を
、
南
町
入
口
北
角
に
て
代
地
給
は
る
。
代
々
城
主
修
覆
也
。
近
年
鐘
突
の
居
宅
は
自
分
普
請
也
享
保
十
八
鐘
樓
の

上
に
標
を
（
火
見
櫓
を
）
新
規
に
建
次
た
り
し
か
近
年
は
破
壊
し
て
今
は
相
止
た
り
。
田
畑
三
反
鐘
突
料
と
し
て
古
来

よ
り
附
地
あ
り
。
其
外
町
中
一
ヶ
月
の
払
銭
、
是
鐘
突
二
人
の
給
金
也
。 

首
塚
。
下
町 

今
東
側
桧
物
屋
の
裏
に
あ
り
。
塚
は
な
し
。
天
文
の
乱
北
條
と
両
上
杉
合
戦
あ
り
し
時
、
討
死
の
首
を

一
つ
塚
に
築
き
た
る
と
い
へ
り
。
宝
永
の
頃
此
塚
を
崩
し
け
る
に
、
髑
髏
三
四
百
斗
も
掘
出
し
た
り
。
遠
き
事
に
あ
ら

ず
。
東
明
寺
口
の
戦
、
討
死
多
し
と
旧
記
に
あ
れ
は
、
誠
に
古
戦
場
に
疑
な
き
事
也
。
今
も
此
所
の
土
を
穿
み
れ
ば
白

骨
出
る
由
、
尤
此
所
も
東
明
寺
境
内
也
。 

東
明
寺
橋
又
田
屋
橋
と
も
。
い
に
し
へ
よ
り
有
し
橋
也
。
爰
も
東
明
寺
の
領
な
り
。
此
橋
は
巽
乾
に
聳
へ
、
西
大
手
総

門
へ
正
面
の
よ
し
。
東
明
寺
口
と
旧
記
に
有
る
は
此
處
の
事
也
。 

東
明
寺
堤
。
東
明
寺
橋
よ
り
西
方
町
家
の
裏
通 

此
所
土
地
低
く
度
々
の
洪
水
に
川
水
あ
ふ
れ
け
れ
は
伊
豆
守
殿
時

代
土
手
を
築
か
れ
近
年
も
ま
た
修
覆
あ
り
。 

東
明
寺
坂
。
北
町
よ
り
下
町
へ
の
通
り 

古
代
余
程
の
坂
有
り
し
が
今
平
陸
と
成
。 

枝
垂
桜
。
行
傳
寺
境
内 

本
堂
の
前
に
有
て
、
す
く
れ
て
大
木
也
。
花
盛
に
は
枝
を
交
へ
、
其
梢
地
に
付
斗
、
花
の
形
極

め
て
大
き
く
爛
熳
の
時
は
、
遊
覧
の
人
多
し
。
凡
東
武
迠
も
名
高
き
名
木
な
り
し
が
、
享
保
の
頃
、
風
雨
の
た
め
に
倒

た
り
。
其
跡
に
若
木
の
桜
を
植
つ
き
、
其
名
を
の
こ
す
。 

妻
死
田
。
妙
昌
寺
境
内 

元
熟
田
に
て
五
畝
の
年
貢
地
也
。
此
田
を
作
る
も
の
必
す
其
妻
を
病
死
せ
り
。
後
は
田
作
す

る
も
の
な
く
、
荒
地
と
な
り
て
、
俗
に
妻
殺
田
と
い
ふ
。
伊
豆
守
差
図
に
て
、
中
古
芹
を
植
ら
れ
し
に
依
て
芹
田
と
も

い
ふ
。
寛
保
の
始
諸
人
の
他
力
を
以
て
、
彼
田
を
一
ッ
の
嶋
に
取
立
て
、
弁
天
社
を
創
立
す
。
当
地
は
田
面
を
見
卸
し

冨
士
秩
父
の
遠
山
眼
前
の
美
景
也
。 

隠
居
田
。
清
水
御
門
外 

来
歴
不
知
。 

鳥
居
田
。
清
水
御
門
外 

杉
下
村
の
辺 

さ
い
つ
頃
洪
水
に
仙
波
弁
天
の
鳥
居
流
来
り
、
此
所
に
と
ゝ
ま
り
た
り
。
そ
れ

よ
り
の
名
と
云
。 
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鍋
屋
五
ヶ
村
。
元
祖
四
郎
右
衛
門
は
足
立
郡
川
口
村
の
者
に
て
、
矢
澤
四
郎
右
衛
門
と
云
。
代
々
の
者
に
て
、
当
四
郎

右
衛
門
ま
で
四
代
な
り
。
凡
百
六
七
十
年
以
前
と
云
な
り
。
代
官
町
今
宮
ノ
下
広
小
路
の
處
に
住
居
せ
し
を
、
其
頃
御

用
地
に
成
り
、
代
地
野
田
下
に
於
て
給
は
り
今
以
其
所
を
鍋
新
田
と
い
ふ
。
又
此
處
も
御
用
に
て
今
鷹
部
屋
の
處
へ

引
越
、
是
又
間
も
な
く
公
儀
御
鳥
屋
御
用
に
付
今
の
地
に
引
移
り
、
凡
百
十
余
年
に
及
ひ
し
と
云
。 

辷
り
淵
。
赤
間
川
向 

昔
は
人
里
遠
く
強
賊
此
所
に
俳
徊
し
狼
藉
切
取
し
て
、
此
淵
へ
沈
し
と
か
や
。
依
之
淵
へ
は
ま

る
心
に
て
誰
と
な
く
辷
り
淵
と
呼
な
ら
は
せ
り
。 

牛
小
橋
。
清
水
町
入
口
構
堀
の
石
橋 
星
野
山
僧
正
尊
海
牛
車
に
経
巻
を
積
み
、
此
牛
の
止
る
所
、
霊
境
の
古
跡
な
り

と
あ
り
し
に
、
此
處
に
至
り
牛
す
ゝ
ま
す
し
て
、
蹉
し
と
な
り
。
依
て
牛
小
橋
と
い
ふ
。
委
く
星
野
山
縁
起
に
有
。 

御
茶
水
。
清
水
町
今
長
山
氏
屋
敷
内 

或
儒
者
此
水
を
称
美
し
て
云
、
正
し
く
京
都
の
柳
の
水
と
同
じ
也
。
伊
豆
守
殿

則
柳
水
を
取
寄
、
両
匁
を
掛
け
て
見
玉
ふ
に
、
分
厘
軽
重
た
か
ふ
事
な
し
。
依
之
類
な
き
名
水
な
り
と
て
、
新
に
清
潔

の
志
水
の
側
に
井
を
掘
、
井
桁
と
な
し
て
城
主
代
々
御
茶
水
に
奔
走
す
。 

浮
島
。
仙
波
下 

此
所
一
茂
り
の
森
に
し
て
三
方
は
田
面
前
に
細
き
道
あ
り
。
此
地
浮
し
ま
也
五
月
雨
の
降
つ
つ
き
に

も
此
森
の
芝
草
隠
れ
て
常
に
ひ
た
〳
〵
水
也
其
内
に
稲
荷
社
有
。 

都
島
。
浮
島
の
辺 

こ
れ
も
浮
島
の
こ
と
き
漂
泊
す
る
島
な
る
へ
し
。
い
つ
れ
の
所
か
不
詳
。 

尾
崎
台
。
仙
波
下 

余
名
川
の
方
よ
り
見
れ
ば
南
は
仙
波
続
き
遙
の
台
也
、
往
古
神
龍
住
て
其
頭
は
仙
波
星
野
山
に
至

り
、
尾
は
此
處
に
あ
り
し
と
い
ふ
俗
言
説
あ
り
。 

樹
木
屋
敷
。
宮
ノ
下
蔵
町
突
当
り
四
千
四
百
八
坪
。
東
西
七
十
六
間
。
南
北
五
十
八
間
、
酒
井
河
内
守
殿
、
当
城
領
地

の
節
、
三
州
雪
峯
山
龍
海
院
曹
洞
宗
二
百
石
を
移
さ
れ
、
菩
提
所
と
す
。
慶
長
六
年
、
所
替
に
付
今
廐
橋
に
あ
り
。
同

備
後
守
殿
居
城
の
節
、
又
菩
提
所
建
立
有
。
南
陽
山
源
昌
寺
曹
洞
宗
料
二
百
石
有
之
。
今
樹
木
屋
敷
役
人
の
家
居
の

辺
、
石
塔
石
な
と
あ
る
は
、
其
頃
の
残
り
な
る
か
、
讃
岐
守
殿
、
若
州
小
濱
所
替
の
時
、
川
越
よ
り
一
里
半
、
乾
、
紺
谷

村
へ
引
た
り
。
其
後
寛
永
十
六
、
伊
豆
守
殿
領
地
と
な
り
籞

い
け
す

を
差
置
れ
あ
ま
た
鯉
鮒
を
放
さ
れ
、
年
々
献
覧
も
あ
り

し
と
。
森
下
甚
右
衛
門
と
い
ふ
者
是
を
司
り
、
籞
屋
敷
と
称
す
。
其
頃
よ
り
段
々
、
柿
梨
子
の
苗
木
、
多
く
植
た
り
。
美

濃
守
殿
時
代
、
生
類
制
禁
に
付
、
籞
も
相
止
み
、
夫
よ
り
樹
木
屋
敷
と
一
統
に
申
。
当
御
代
に
至
り
、
益
枝
葉
榮
り
。

年
々
献
覧
も
有
と
か
や
。 

丸
野
馬
場
。
宮
ノ
下
二
千
百
十
六
坪 

伊
豆
守
殿
時
代
屋
敷
構
の
如
く
に
し
て
、
内
に
馬
場
鉄
砲
場
あ
り
。
そ
の
余
は

皆
畑
也
。
屋
守
の
家
一
軒
あ
り
て
、
国
友
佐
五
右
衛
門
先
祖
預
り
の
場
也
。
所
替
後
宝
永
の
頃
、
士
峯
山
泰
安
寺
を
建

る
。 

泰
安
寺
。
開
山
亮
海
僧
正
万
治
三
戌
八
月
廿
三
日
、
二
世
亮
賢
法
印
天
和
三
亥
十
一
月
十
五
日
、
三
世
主
純
法
印
享
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保
十
三
申
二
月
十
二
日
、
四
世
直
梁
法
師
享
保
十
五
戌
十
二
月
廿
九
日
、
五
世
義
龍
法
印
享
保
十
七
子
七
月
三
日
、

六
世
舜
雄
法
印
、
七
世
舜
慧
（七
世
の
文
書
入
れ
）。 

余
名
川
。
仙
波
下 

い
つ
の
頃
や
よ
ね
と
云
女
身
を
投
け
此
池
の
主
と
成
た
る
由
。
依
て
與
根
川
と
云
へ
か
り
し
を
中

古
あ
や
ま
り
て
よ
な
川
と
唱
ひ
来
れ
り
、
此
内
に
七
ッ
釜
と
云
有
。
水
草
も
は
へ
か
た
き
底
し
れ
ぬ
深
き
所
七
つ
あ
り
。

世
俗
に
龍
宮
城
迠
つ
ゝ
き
し
穴
成
と
云
其
内
に
獅
子
頭
な
と
ゝ
云
て
蝮
住
し
由
、
昔
よ
り
見
た
る
者
儘
多
し
。
今
も
霖

雨
又
は
白
雨
の
頃
な
と
草
苅
な
と
正
に
見
た
る
由
。 

観
音
橋
。
清
水
御
門
東
余
名
川
の
先 
杉
下
村
の
道
に
有
小
き
石
橋
な
り
。
昔
此
所
に
観
音
堂
あ
り
し
故
の
名
な
り
。

霊
験
あ
る
作
佛
の
由
、
今
仙
波
に
安
座
す
。 

見
通
し
の
松
。
杉
下
村
田
の
中
に
あ
り 

松
郷
分
仙
波
分
の
境
の
印
松
な
り
と
も
い
へ
り
。
伊
豆
守
殿
時
代
挾
間
打
鉄

砲
の
目
当
の
松
と
も
い
へ
り
。 

比
丘
尼
茶
原
。
三
番
町
南
側
裏
手 

昔
熊
野
派
山
伏
の
妻
貞
清
と
い
ふ
比
丘
尼
の
畑
あ
り
し
故
、
其
名
有
。 

下
水
流
。
南
町 

古
来
よ
り
此
辺
の
水
吐
に
て
、
丹
波
屋
と
云
者
の
脇
よ
り
、
養
寿
院
長
喜
院
の
境
内
を
境
全
く
養
寿

院
境
内
の
眞
中
を
、
廟
所
の
際
よ
り
、
御
廐
の
所
を
さ
し
て
、
末
は
赤
間
川
へ
流
れ
落
、
大
庭
の
小
川
程
あ
り
し
か
伊

豆
守
殿
時
代
養
寿
院
境
内
の
内
用
地
に
付
て
以
来
は
、
寺
の
後
に
て
堀
留
ら
れ
た
り
。 

埃 チ
リ

捨
場

ス

テ

バ

。
南
町 

今
穀
屋
次
郎
吉
と
云
者
屋
敷
也
。
昔
は
此
所
南
町
一
町
の
塵
芥

チ
リ
ア
ク
タ

捨
所
な
り
し
を
、
元
和
の
頃
行
傳
寺

当
所
へ
引
け
草
創
の
節
迠
は
、
今
の
大
門
入
口
の
所
、
次
郎
吉
先
祖
住
居
の
屋
敷
な
り
し
を
、
酒
井
讃
岐
守
殿
家
老
、

田
中
又
左
衛
門
と
い
ふ
仁
、
差
図
に
て
、
此
埃
捨
場
の
空
地
を
彼
屋
敷
と
引
替
ら
れ
し
由
、
依
而
此
大
門
先
は
南
町
分

に
て
、
除
地
に
あ
ら
ず
、
年
貢
地
也
。 

御
花
畑

オ
ハ
ナ
バ
タ
ケ

。
鴫
町 

南
側
町
屋
の
裏
、
今
小
屋
敷
の
處
、
元
御
用
地
に
て
千
草
万
花
を
植
ら
れ
し
故
花
畠
と
云
。
其
頃
大

工
町
の
方
に
入
口
あ
り
て
、
伊
豆
守
殿
時
代
、
屋
敷
と
成
。
大
工
町
の
方
入
口
を
ふ
さ
ぎ
、
鴫
町
の
方
に
口
を
附
、
小

屋
敷
二
軒
と
な
る
。 

御
鷹
部
屋
。
世
俗
に
御
鳥
屋
と
云
。
此
所
五
ヶ
村
分
。
伊
豆
守
殿
時
代
公
儀
御
鷹
部
屋
あ
り
て
御
鷹
匠
鈴
木
三
郎
左
衛

門
料
二
百
石
、
御
鳥
見
仲
田
助
作
料
二
百
石
居
住
せ
り
御
鷹
も
余
程
あ
り
し
が
、
元
禄
の
頃
生
類
御
制
禁
に
付
其
節

よ
り
相
止
み
、
鈴
木
中
田
両
士
も
江
府
へ
帰
ら
れ
、
当
御
代
に
至
り
又
鷹
部
屋
建
。 

境
榎
。
蓮
馨
寺
前 

竪
門
前
と
南
門
前
の
曲
角
に
古
木
榎
あ
り
。
昔
此
所
ま
で
武
蔵
野
に
て
、
其
境
の
印
の
木
な
り
。

享
保
の
頃
、
朽
倒
れ
た
り
。 

堺
石
橋
。
松
鄕
と
竪
門
前
境 

是
迠
蓮
馨
寺
分
の
堺
也
、
近
頃
迠
南
の
角
に
穴
あ
り
て
古
き
札
守
な
ど
捨
所
今
は
町
屋

と
也
て
其
跡
な
し
。 



6 

 

犬
小
屋
跡
。
坂
上 

元
禄
の
頃
美
濃
守
殿
時
代
生
類
御
憐
の
時
分
の
犬
小
屋
の
跡
也
。
今
は
此
所
に
長
屋
有
り
て
家
持

仲
間
な
と
住
居
す
。 

唯
心
庵
。
坂
上
庵
り
と
云 

美
濃
守
殿
家
中
三
東
小
市
郎
（
居
屋
敷
ハ
今
堀
内
氏
所
）
と
云
者
下
屋
敷
也
。
家
作
甚
た

く
み
に
し
て
築
山
泉
水
を
か
ま
へ
向
は
田
畑
の
眺
望
目
を
か
き
り
に
し
て
誠
に
市
中
の
閑
居
人
間
栄
耀
の
地
と
も
い

ふ
べ
し
所
替
後
唯
心
と
云
道
心
者
し
は
ら
く
住
し
故
い
つ
と
な
く
か
く
云
。
所
々
釘
隠
に
蔦
の
紋
有
是
三
東
氏
の
紋

所
其
後
三
東
は
武
田
安
房
と
改
て
よ
り
武
田
菱
を
以
定
紋
と
す
。 

天
神
前
。
仙
波
新
田 

入
口
並
木
の
所
昔
天
神
の
社
有
今
は
宿
の
中
程
に
幽
斗
の
や
し
ろ
有
。 

元
塩
焇
蔵
。
中
原
の
末
松
江
分 

南
北
七
十
間
余
。
東
西
五
十
間
余
。
四
方
に
松
杉
の
大
木
有
て
大
屋
敷
構
の
こ
と
し

中
に
又
南
北
一
通
り
の
杉
並
木
。
此
構
の
角
に
二
間
五
間
の
塩
硝
調
合
所
番
所
有
し
か
享
保
三
戌
年
飛
火
に
て
類
焼
。

同
七
寅
年
新
宿
村
へ
移
す
夫
よ
り
新
宿
を
新
塩
硝
蔵
と
云
、
此
所
元
塩
硝
蔵
と
云
此
節
鉄
砲
場
の
四
方
斗
残
れ
り
此

余
は
不
残
代
て
畑
と
な
る
。
鉄
砲
場
幅
六
間
長
七
十
間
程
。
左
右
松
杉
の
並
木
近
頃
ま
て
垜
眞
中
に
有
し
か
享
保
の

始
南
の
末
に
垜
を
築
六
十
間
余
の
稽
古
場
也
。 

三
ッ
家
御
廐
下
。
御
鳥
屋
入
口
長
六
十
間 

是
養
寿
院
門
前
分
也
。
御
廐
代
地
と
云
。
鷹
部
屋
の
垣
境
ひ
四
千
坪
余
有

葛
屋
三
軒
有
り
し
故
か
く
云
今
以
構
の
内
は
家
居
す
く
な
く
余
は
畑
也
。 

尾
崎
台
馬
場
。
幅
四
間
長
七
十
五
間
、
是
も
伊
豆
守
殿
時
代
出
来
余
名
川
の
道
に
習
ひ
て
馬
場
を
通
し
東
の
末
に
垜

有
。 

新
屋
西
町
。
享
保
の
頃
新
規
に
建
。
東
側
九
軒
西
側
七
軒
。
其
節
西
雲
寺
の
脇
通
り
に
新
道
も
出
来
た
り
。 

杉
林
。
鉦
打
町 

元
南
片
側
小
屋
敷
也
。
享
保
三
回
禄
後
屋
敷
跡
不
残
杉
苗
植
。
今
は
大
木
と
な
れ
り
、
北
側
は
鉦
打

町
也
。 

脇
田
村
。
高
四
百
七
十
石
余 

八
幡
新
田
。
西
町
通
り
大
久
保
丁
辺
迠
の
惣
名
也
。 

的
場
。
高
沢
町
末 

伊
豆
守
殿
時
代
よ
り
有
し
也
。
此
脇
に
小
屋
敷
一
軒
有
。
南
は
町
屋
を
覆
ひ
北
は
大
蓮
寺
の
廟
所

也
。 

的
場
。
南
大
手 

丸
馬
出
の
外
芝
原
、
伊
豆
守
殿
鉄
砲
見
分
の
場
也
。 

的
場
。
西
町
の
末 

組
屋
敷
地
割
の
節
三
百
坪
の
所
也
。 

阿
彌
陀
堂
前
。
清
水
町
入
口 

昔
阿
彌
陀
堂
の
跡
也
、
西
雲
と
云
道
心
者
住
て
不
怠
念
佛
の
地
也
、
本
尊
は
下
品
の
彌

陀
。
今
は
仙
波
の
慈
惠
堂
へ
移
し
堂
は
西
町
へ
引
け
今
西
雲
寺
是
也
世
俗
御
光
堂
と
云
し
と
也
。 

 
 
 
 
 

妖
怪 

爺
榎
姥
榎
。
大
蓮
寺
の
門
脇
古
来
の
榎
二
株
あ
り
。
世
俗
に
爺
姥
榎
と
い
ふ
。
享
保
年
中
二
本
共
に
伐
り
し
に
、
此
榎
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倒
る
ゝ
時
の
風
に
当
り
し
集
る
所
の
人
、
不
レ

残
惣
身
に
風
斑

ほ
ろ
し

の
如
き
細
か
な
る
も
の
出
来
た
り
。
い
か
様
誰
人
の
霊

（印
）の
木
に
て
も
有
や
。
今
寺
僧
に
聞
け
ば
二
本
に
て
は
な
し
一
本
な
り
と
云
。 

久
太
郎
狐
。
六
軒
町 

昔
此
辺
に
人
里
稀
に
し
て
野
狐
多
く
住
み
し
か
其
内
に
久
太
郎
狐
と
名
を
得
た
る
あ
り
。
往
来

の
人
を
時
と
し
て
た
ぶ
ら
か
し
売
物
な
と
し
て
年
を
へ
ぬ
。
か
く
す
る
内
家
居
建
込
み
其
事
も
な
く
な
り
し
と
か
や
。

遠
き
昔
の
沙
汰
、
今
は
知
る
人
も
稀
也
。 

嚔
姥
。
広
済
寺
境
内 

い
つ
の
頃
や
上
州
廐
橋
出
生
の
何
某
と
云
浪
人
、
北
町
に
住
せ
し
に
、
或
夜
外
よ
り
帰
る
時
、
彼

浪
人
の
跡
よ
り
、
何
者
と
も
知
ら
ず
付
け
来
る
人
の
足
音
す
。
内
へ
入
り
て
見
れ
共
、
何
事
も
な
く
、
不
思
議
に
思
ひ

燈
し
火
を
て
ら
し
み
る
に
、
一
つ
の
石
あ
り
。
其
夜
は
何
と
な
く
片
付
、
翌
日
見
れ
ば
何
と
や
ら
石
塔
な
と
の
様
な
り

け
れ
ば
、
俗
家
に
置
事
如
何
と
思
ひ
当
寺
門
内
へ
移
し
ぬ
。
然
る
に
誰
と
な
く
咳
噪
の
煩
に
、
此
石
を
縄
に
て
か
ら
げ

置
け
ば
、
病
、
平
癒
す
る
事
、
奇
な
り
と
て
、
成
就
の
時
豆
煎
を
手
向
る
由
、
供
養
の
心
な
る
か
、
是
ま
さ
し
く
上
州
の

嚔
神
飛
来
給
ふ
な
ら
ん
と
專
ら
云
伝
の
み
に
て
、
正
説
知
る
者
な
し
。
昔
は
門
内
左
の
方
に
有
し
か
近
年
は
右
の
方

に
あ
り
。
い
ふ
か
し
き
事
也
。 

感
譽
御
影
。
蓮
馨
寺
坊
中
の
内 

慶
長
の
頃
此
近
き
辺
に
嫉
妬
深
き
女
あ
り
。
或
夜
嗔
恚
の
あ
ま
り
当
寺
に
忍
入
り
、

御
影
の
右
の
頬
に
釘
を
打
ち
、
其
處
を
去
ら
ず
、
狂
気
と
な
れ
り
。
又
釘
の
底
口
よ
り
血
流
れ
し
事
誠
に
生
た
る
人
の

如
し
。
其
後
再
興
あ
れ
と
も
、
終
に
い
へ
す
彼
釘
の
疵
跡
、
ほ
く
ろ
の
如
く
に
あ
る
由
。 

蟲
食
奴
墓
。
法
善
寺 

俗
名
瀬
川
嘉
右
衛
門
と
云
。
生
国
上
総
の
者
に
て
、
伊
豆
守
殿
家
中
石
川
作
右
衛
門
と
い
ふ
者

の
鎗
持
な
り
。
常
々
大
酒
に
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
喰
ふ
偏
に
人
倫
の
業
に
離
れ
、
生
冷
な
る
、
禽
獣
腐
肉
も
い
と

は
ず
、
酒
だ
に
あ
れ
ば
何
に
て
も
好
食
せ
し
な
り
。
晩
年
に
及
び
此
所
無
縁
の
者
な
れ
ば
迚
、
存
生
の
内
我
像
を
当
寺

に
建
置
、
程
な
く
身
ま
か
り
け
り
と
也
。
法
名
は
浄
徳
。
元
禄
六
癸
酉
歳
正
月
十
六
日
卒
。
意
形
の
者
た
る
故
爰
に
あ

ら
わ
す
。 

遊
佐
地
蔵
。
蓮
馨
寺
境
内
石
佛
立
像 

伊
豆
守
殿
家
中
遊
佐
將
監
墓
也
。
領
六
百
石
住
居
石
川
喜
四
郎
屋
敷
、
其
身
仁

愛
深
く
廟
の
印
と
て
石
佛
の
地
蔵
を
建
る
。
誠
に
心
の
徳
、
愛
の
理
に
て
、
自
然
と
願
ひ
有
者
尊
敬
せ
ば
。
其
事
成
就

せ
す
と
云
事
な
し
。
此
遊
佐
氏
は
寛
永
の
頃
伊
豆
守
殿
に
仕
官
、
先
祖
は
奥
州
遊
佐
の
城
主
に
て
由
緒
た
ゞ
し
き
者

大
力
の
勇
士
也
。
天
草
対
陣
の
節
も
ゆ
ゝ
し
き
働
あ
り
。
今
に
其
子
孫
豆
州
の
家
に
有
。 

赤
間
川
螢
。
東
明
寺
橋
よ
り
高
澤
橋
御
茶
屋
下
迠
の
辺 

大
き
さ
常
の
螢
に
倍
す
。
群
り
飛
ふ
事
高
七
八
丈
ば
か
り
、

偏
に
火
焔
の
如
く
、
或
は
数
百
塊
り
て
、
水
上
に
落
散
り
、
又
は
螢
柱
な
と
と
て
、
数
百
集
り
寄
る
事
竪
る
柱
に
等
し
。

光
、
水
の
面
に
移
り
、
見
る
人
、
目
を
驚
か
す
。
風
雨
な
く
、
晴
れ
た
る
夜
は
猶
多
し
。
毎
年
芒
種
の
節
よ
り
十
日
前
後

甚
た
盛
な
り
。
誠
に
闇
を
知
ら
す
、
景
色
斜
な
ら
ず
。
さ
り
な
か
ら
近
年
は
当
所
繁
華
に
従
ひ
、
此
辺
も
年
々
川
払
あ
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り
て
、
腐
草
稀
に
し
て
今
は
昔
の
俤
の
み
残
れ
り
。 

弁
天
社
。
南
久
保
町
今
寺
田
氏
屋
敷 

伊
豆
守
殿
家
中
浅
井
権
右
衛
門
住
居
、
か
の
も
の
の
息
女
仙
波
弁
天
へ
来
り
し

に
希
有
の
事
有
依
て
屋
敷
の
内
に
此
社
を
創
立
す
、
委
く
仙
波
弁
天
緑
起
に
有
故
爰
に
畧
す
。 

安
田
深
尾
喧
嘩
の
次
第
。
寛
永
の
頃
伊
豆
守
殿
家
中
安
田
大
助
年
三
十
九
才
居
住
大
工
町
、
今
石
川
杢
之
助
屋
敷
、

深
尾
佐
太
郎
年
二
十
八
才
居
住
宮
ノ
下
、
今
石
川
安
兵
衛
屋
敷
、
十
一
月
十
六
日
の
事
な
り
し
に
両
人
高
澤
的
場
に

於
て
、
掛
的
の
上
口
論
に
及
び
、
差
置
が
た
き
意
趣
を
含
み
、
今
宵
赤
間
川
辷
り
淵
に
て
出
逢
へ
き
由
、
佐
太
郎
方
へ

申
遣
、
大
助
は
高
澤
橋
の
方
よ
り
歩
行
、
本
應
寺
裏
門
先
に
待
請
。
佐
太
郎
は
五
箇
村
の
方
よ
り
、
是
も
期
し
た
る
出

立
、
辷
淵
に
て
出
合
、
互
に
詞
を
か
わ
し
、
切
結
ひ
双
方
は
げ
し
く
戦
勝
負
付
さ
り
け
り
。
安
田
手
疵
十
八
ヶ
所
、
深
尾

も
手
疵
十
一
ヶ
所
、
互
に
し
ば
ら
く
息
つ
ぎ
て
、
大
助
数
ヶ
所
の
疵
な
か
ら
兼
て
思
ひ
設
け
し
事
な
れ
ば
踏
込
て
佐
太

郎
か
頰
先
掛
て
切
た
を
し
、
終
に
本
意
を
遂
け
た
り
。
然
れ
と
も
大
助
左
の
股
深
手
に
て
、
中
々
進
退
、
心
の
儘
な
ら

ず
、
唯
片
息
に
て
居
た
る
處
へ
、
其
頃
御
鳥
屋
あ
り
て
御
餌
差
殺
生
帰
る
さ
、
此
体
を
見
て
子
細
を
問
へ
ば
、
し
か
〳

〵
と
語
る
。
依
て
肩
に
引
か
け
、
漸
、
本
應
寺
脇
ま
て
退
き
、
夫
よ
り
寺
中
へ
た
よ
り
、
時
に
住
僧
安
田
が
菩
提
所
を
尋

け
る
に
、
漸
く
息
の
下
よ
り
見
立
寺
の
由
、
答
へ
ぬ
。
則
ち
見
立
寺
へ
相
渡
す
、
早
々
安
田
一
類
掛
付
。
切
腹
の
望
も
あ

れ
ば
、
急
ぎ
、
従
弟
安
田
何
某
、
介
錯
に
て
事
済
ぬ
。
辻
惣
大
夫
と
い
ふ
者
、
検
使
を
承
り
ぬ
。
此
大
助
は
一
眼
に
て
、

器
量
よ
き
勇
士
な
り
伊
豆
守
殿
深
く
を
し
ま
れ
た
り
と
云
。
当
所
古
き
者
は
存
た
る
事
な
か
ら
、
其
次
第
あ
ら
ま
し

を
記
し
お
く
。 

〈 

寺
院
、
仙
波
星
野
山
之
記
は
省
略 

〉 

 
 
 

近
郷
古
跡 

箕
尾
谷
塚
。
三
保
谷
村 

四
郎
か
出
生
の
地
也
、
此
所
に
五
輪
山
龍
国
寺
真
言
と
云
有
、
其
境
内
に
四
郎
か
塚
と
て
幽

成
石
塔
有
銘
文
も
見
へ
ず
年
久
敷
事
に
て
た
し
か
な
ら
ず
。 

大
道
寺
塚
。
上
戸
村
川
越
山
常
楽
寺
時
宗
と
云
に
駿
河
守
墓
所
と
て
あ
や
し
き
石
塔
有
。
銘
文
も
見
へ
ず
、
古
し
へ
犬

竹
村
に
有
し
と
云
。
假
に
廟
所
と
云
証
も
な
け
れ
ば
い
ふ
か
し
き
事
也
。 

治
衛
塚
。
浄
蓮
坊 

城
主
伊
豆
守
殿
家
中
に
吉
田
治
衛
正
次
と
云
者
有
、
か
れ
は
生
国
江
州
の
者
に
て
始
大
坂
方
、
森

豊
前
守
か
手
下
に
属
し
戦
功
有
、
落
城
以
後
は
酒
井
山
城
守
重
隆
雅
楽
頭
忠
世
養
子
に
仕
官
し
重
隆
備
州
へ
配
流
是

よ
り
し
て
豆
州
の
恩
顧
に
あ
つ
か
り
川
越
に
居
住
し
齢
七
旬
に
し
て
身
ま
か
る
。
此
地
は
下
屋
敷
成
に
よ
り
寛
永
三

第
庭
の
松
を
植
、
髏
骨
を
塚
に
築
傍
に
幽
成
一
寺
を
建
る
吉
田
山
本
明
院
天
台
高

松
院
末 

黒
塚
。
大
宮
驛
東
光
寺
と
云
に
其
旧
跡
有
、
倩
黒
塚
は
紀
州
那
智
の
光
明
坊
宥
慶
、
悪
鬼
退
散
の
地
也
、
奥
州
安
達
の

黒
塚
山
に
鬼
神
住
し
と
云
は
勢
州
鈴
鹿
山
、
丹
州
大
江
山
の
類
ひ
に
し
て
皆
強
盗
也
、
往
日
此
所
に
厲
女
有
て
人
民
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を
苦
し
む
。
時
の
人
是
を
恐
奥
州
安
達
に
対
し
て
か
の
住
所
を
黒
塚
と
な
ん
い
へ
り
、
一
森
の
内
大
樹
七
八
本
有
り
て

塚
の
形
は
な
し
、
当
所
の
民
さ
い
つ
比
熊
野
ま
う
で
の
み
き
り
那
智
山
に
て
由
緒
を
尋
け
る
に
寺
記
を
書
こ
さ
れ
け

る
数
通
今
に
有
、
熊
野
の
光
明
坊
は
熊
野
上
綱
の
棟
梁
也
天
正
の
亂
に
系
図
散
失
し
て
し
か
と
其
わ
け
し
れ
ず
。
世

に
東
光
坊
阿
闍
梨
祐
慶
は
当
山
の
光
明
坊
也
。
熊
野
の
威
光
関
東
に
輝
と
云
心
に
や
東
光
坊
と
云
。
此
所
に
来
り
厲

女
を
敎
化
し
て
佛
道
に
入
し
む
る
を
悪
鬼
退
散
と
は
い
ふ
な
る
へ
し
、
鬼
は
女
の
下
畧
に
て
か
り
に
も
鬼
の
す
た
く

也
と
云
は
、
女
の
物
語
を
よ
み
し
歌
也
傍
に
一
寺
を
造
立
し
東
光
寺
と
号
。
昔
は
天
台
の
精
舎
也
し
か
今
は
曹
洞
の

霊
場
と
な
れ
り
、
黒
塚
の
旧
跡
も
東
光
寺
の
地
の
傍
に
あ
つ
て
則
境
内
也 

養
竹
院
桜
花
。
三
保
谷
村
寛
永
七
申
二
月
大
樹
家
光
公
御
鷹
野
折
柄
此
寺
に
立
よ
ら
せ
け
る
に
折
か
ら
庭
前
の
糸
桜

爛
熳
た
り 

 
 
 
 
 

白
糸
を
か
け
み
た
し
た
る
三
保
谷
の
桜
を
け
ふ
の
あ
か
し
と
そ
み
る 

 
 
 

御
製 

此
御
詠
に
よ
り
て
桜
に
少
し
の
領
を
附
ら
れ
た
り 

〈 

一
部
省
略 

〉 

日
好
月
好
屋
舗
。
野
田
下
。
屋
敷
構
に
し
て
あ
や
し
き
所
あ
り
其
か
た
ち
斗
残
り
て
わ
つ
か
に
竹
藪
也
昔
日
好
大
夫

月
好
大
夫
と
云
遊
君
の
住
せ
し
所
と
云
伝
へ
た
り
古
代
白
拍
子
と
云
類
ひ
な
る
へ
し
。 

堀
兼
井
。
七
曲
井
。
武
蔵
野
堀
金
村 

小
高
き
所
に
浅
間
の
社
有
。
其
梺
左
の
方
窪
め
る
所
。
是
堀
兼
井
の
跡
也
。
方
一

間
斗
の
石
を
窠
し
て
井
桁
と
し
名
所
方
角
抄
に
も
堀
兼
井
は
入
間
の
近
所
と
有
。
清
少
納
言
も
井
は
ほ
り
か
ね
と

か
ゝ
れ
た
り
。 

千
載
集 

 
 
 

武
蔵
野
の
ほ
り
兼
の
井
も
有
も
の
を
嬉
し
哉
水
に
近
付
に
け
り 

 
 

俊
成 

 
 

碑
銘
高
五
尺
六
寸
横
二
尺
四
寸 

依
城
主
喬
知
命
建
之 

此
凹
形
之
地
所
謂
堀
兼
之
蹟
也
。
恐
久
而
遂
失
其
處
因
以
石
井
欄
置
坳
中
削
碑
而
建
其
傍
併
以 

備
後
監 

 
 

里
語
堀
而
難
得
レ

水
故
云
尓
兼
通
レ

難
未
レ

知
只
従
レ

俗
耳 

 
 
 

宝
永
戊
子
年
三
月
朔 

此
あ
た
り
に
堀
兼
の
井
と
称
す
る
所
多
し
。
此
所
は
浅
間
堀
兼
と
い
へ
り
。
此
南
五
六
丁
が
程
に
も
井
の
跡
と
て
有
。

い
つ
れ
本
所
と
は
み
へ
か
た
し
。
す
へ
て
水
を
設
く
は
低
き
所
こ
そ
な
れ
。
一
段
高
き
所
井
を
掘
事
信
用
し
か
た
し
。

又
入
曽
と
云
里
、
堀
兼
よ
り
半
里
斗
南
の
方
也
。
此
所
に
七
曲
り
井
と
云
有
。
是
も
堀
兼
と
い
へ
り
。
す
べ
て
此
辺
土

地
高
く
し
て
水
を
得
か
た
し
。
依
て
井
の
廻
り
に
小
坂
を
付
め
ぐ
り
下
り
て
水
近
く
程
よ
き
所
よ
り
汲
事
也
。
さ
れ
ば

堀
か
ね
た
る
と
云
理
を
以
其
名
有
と
の
里
語
也
。
い
み
深
し
と
い
へ
と
も
さ
の
み
堀
か
ね
た
る
に
あ
ら
ず
。
堀
金
村
の
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名
水
な
れ
ば
堀
金
の
井
と
云
に
決
せ
り
。
村
の
名
は
金
の
字
、
兼
の
字
を
書
よ
り
ほ
り
か
ね
た
る
と
釈
し
て
書
跡
を
ま

よ
は
し
た
る
も
の
也
、
入
間
郡
に
有
川
を
入
間
川
と
云
に
ひ
と
し
。
下
総
の
眞
間
の
継
橋
も
継
た
る
は
し
に
て
は
な
し
。

眞
間
の
橋
成
を
継
の
字
書
た
る
故
継
は
し
と
云
堀
兼
も
此
類
ひ
也
。 

迯
水
。
武
蔵
野
内 

 
広
原
の
内
に
有
て
誠
の
水
に
あ
ら
ず
、
莽1

䍚
の
草
も
若
く
生
た
ち
麗
か
成
春
の
空
に
地
気
立
て

こ
な
た
よ
り
み
れ
ば
草
の
葉
末
し
ろ
〳
〵
と
水
の
流
れ
る
こ
と
く
に
み
ゆ
る
、
其
所
に
至
り
て
見
れ
ば
其
影
も
な
し
、

又
向
に
流
る
こ
と
く
の
か
げ
有
。
い
つ
く
迠
も
其
所
を
さ
た
め
ず
。
行
程
先
へ
迯
行
様
成
故
か
く
名
付
た
り
。
春
よ
り

夏
か
け
て
有
事
也 

 
 
 
 
 
 
 

東
路
に
有
り
と
い
ふ
成
迯
水
の
に
け
隠
れ
て
も
世
を
過
す
哉 

 

俊
賴 

志
水
。
武
蔵
野
ゝ
内
水
野
村 

此
所
に
流
れ
来
る
野
水
有
。
其
水
上
は
箱
根
崎
よ
り
出
て
て
当
所
の
里
民
忠
助
か
屋
敷

の
裏
竹
藪
の
中
に
な
か
れ
と
ま
る
清
潔
の
志
水
也
。
い
か
な
る
事
に
や
其
源
あ
れ
共
水
し
も
な
し
。
忠
助
元
祖
い
ふ
か

し
き
事
に
思
ひ
或
時
お
ふ
く
か
の
水
に
墨
を
な
か
し
け
る
に
い
く
程
あ
り
て
新
河
岸
村
の
弁
天
の
み
た
ら
し
墨
水
と

な
れ
り
。
思
ふ
に
正
敷
水
野
の
志
水
に
て
も
あ
る
ら
ん
、
其
間
二
里
程
野
山
を
隔
て
此
所
に
あ
ら
は
れ
し
は
水
道
と

云
ふ
て
も
有
や
い
ふ
か
し
。 

梶
原
地
。 

池
辺
村 

此
所
に
わ
つ
か
計
り
な
る
小
池
有
。
ひ
と
ゝ
せ
賴
朝
奈
須
野
御
狩
の
帰
る
さ
に
馬
を
ひ
や
し
け

る
所
也
と
て
水
底
に
鞍
一
領
池
の
主
と
成
て
有
由
。
此
池
は
梶
原
平
蔵
の
領
地
の
よ
し
。 

狭
山
池
。
熊
谷
驛
よ
り
二
里
程
西
の

方
幡
羅
郡
の
内
秩
父
道 

見
加
尻
と
云
所
御
領
国
と
成
て
三
宅
惣
右
衛
門
康
貞
の
領
地
也
。
此
所
に
狭
山
か
池
と

云
有
。
其
山
は
あ
ら
ず
や
其
所
に
ち
い
さ
き
山
有
。
そ
れ
こ
そ
狭
山
成
へ
し
と
い
へ
は
、
所
の
者
は
池
の
名
は
し
り
て

狭
山
と
は
い
わ
ず
。 

続
古
今 

 
 

秋
風
に
な
ひ
く
狭
山
の
葛
か
つ
ら
く
る
し
き
心
恨
か
ね
つ
ゝ 

千 

載 
 
 
 

五
月
や
み
狭
山
か
峯
に
と
も
す
火
は
雲
の
た
へ
ま
に
星
か
と
そ
み
ん 

か
く
よ
み
し
も
此
所
な
る
へ
し
、
堯
惠
法
師
の
記
行
に
弥
陀
と
云
所
に
ま
か
り
て
武
蔵
野
を
わ
け
野
辺
の
ほ
と
り
に

名
に
き
こ
へ
し
狭
山
有
。
朝
の
霜
を
ふ
み
て
ゆ
く
に
わ
つ
か
成
山
の
す
そ
に
か
た
ち
計
り
の
池
有
。 

 
 
 
 
 
 

氷
い
し
汀
の
か
れ
野
を
ふ
み
分
け
ゆ
く
は
狭
山
の
池
の
朝
風 

是
に
よ
り
て
見
れ
ば
ま
さ
に
ち
か
ひ
な
し
、
名
高
き
名
所
を
誰
し
る
者
も
な
く
其
跡
を
う
し
の
ふ
事
も
悲
敷
に
あ
ら

す
や
。 

大
片
貝
。 

井
佐
沼
村 

此
所
に
長
さ
壹
里
程
、
幅
半
里
計
の
沼
有
。
其
内
に
一
つ
の
浮
島
有
て
薬
師
佛
を
鎭
座
せ
り
。

                                        

             

 

1 

大
で
は
な
く
犬 
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此
沼
の
内
に
大
片
貝
住
凡
大
さ
二
三
間
程
の
よ
し
。
世
俗
に
洪
水
の
時
は
か
の
貝
此
嶋
を
せ
お
ふ
て
水
上
に
浮
む
と

い
へ
り
。
年
久
敷
住
し
に
や
今
は
此
沼
の
ぬ
し
と
な
れ
り
。 

大
蓮
寺
火
。 
二
ノ
関
田
の
中
に
有 

幽
成
塚
有
。
年
々
夏
よ
り
秋
か
け
て
夜
毎
に
大
き
さ
壹
尺
計
の
火
の
玉
飛
出
空

中
を
迷
ひ
行
讐
を
な
す
に
あ
ら
ね
は
人
民
さ
し
て
お
そ
れ
ず
。
近
鄕
を
飛
廻
り
暁
方
は
本
の
古
塚
に
帰
る
。
抑
昔
此

所
に
大
蓮
寺
と
云
山
伏
有
。
い
か
な
る
迷
な
る
ら
ん
、
死
て
後
一
念
の
魂
魄
霊
火
と
な
れ
り
。
近
頃
は
と
こ
し
な
ひ
に

成
て
人
音
の
す
る
方
に
は
自
然
と
来
頼
る
事
也
。
世
に
此
類
多
し
。 

豊
後
の
不
知
火
。
津
国
の
二
恨
坊
の
火 

虎
宮
の
火
皆
此
類
也
。
河
内
に
姥
火
と
云
有
。
い
つ
の
頃
哉
。
旅
人
此
火
に

逢
、
飛
来
り
て
面
前
に
落
、
俯
て
密
に
み
れ
は
鳥
の
こ
と
く
に
し
て
嘴
を
叩
音
有
。
忽
去
て
遠
く
み
れ
は
ま
と
か
な
る

火
の
玉
也
。
ま
つ
た
く
是
鵁
也
大
蓮
寺
火
も
此
類
ひ
に
て
も
有
哉
。 

星
精
の
火
は
天
の
陽
火
。
金
木
の
火
は
地
の
陽
火
。
霊
火
は
人
の
陽
火
也
。
龍
火
雷
火
は
天
の
陰
火
。
石
油
の
火
は
地

の
陰
火
。
相
火
下
火
は
人
の
陰
火
也
。
狐
鼬
鵁
螢
蛛
の
火
は
連
俳
に
し
て
火
に
あ
ら
ず
。
寒
火
陽
焔
金
銀
精
気
の
火
は

陰
火
に
し
て
物
を
焚
す
石
灰
桐
油
麦
糖
馬
鳥
の
糞
よ
り
出
る
火
は
陽
火
に
し
て
物
を
や
く
。
雷
火
は
陰
火
な
れ
と
も

物
を
や
く
是
陰
中
の
陽
也
。
信
州
浅
間
肥
州
阿
蘇
山
奥
州
燒
山
乃
火
は
砂
石
を
や
く
是
ま
た
陰
中
の
陽
火
也
。 

岩
井
堂
。 

井
草
村
落
合 

此
堂
ひ
と
ゝ
せ
洪
水
に
堂
舎
な
が
れ
此
所
の
本
尊
浅
草
川
へ
な
か
れ
濱
成
武
成
が
網
に

か
ゝ
り
給
ふ
浅
草
観
音
是
也
。
其
堂
の
升
形
な
か
れ
と
と
ま
る
所
升
形
村
と
云
。 

野
火
留
。 

野
火
留
村
川
越
分
江
戸
へ
の
道 

倩
此
所
を
か
く
名
付
事
昔
業
平
女
を
か
た
ら
ひ
隠
れ
け
る
を
道
来
る
人

此
野
は
盗
人
な
ん
有
と
て
火
を
付
る
に
。 

物
語 

 

武
蔵
野
は
け
ふ
は
な
や
き
そ
若
草
の
妻
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り
、 

か
く
よ
み
給
ひ
し
よ
り
其
火
此
所
に
て
と
ゝ
ま
り
け
る
よ
り
の
名
と
や
。 

鬼
鹿
毛
松
。 

野
火
留
村 

い
に
し
へ
小
栗
判
官
手
飼
の
鬼
鹿
毛
此
所
に
来
り
果
し
を
所
の
者
其
印
と
て
小
松
を
植
し

か
枝
葉
さ
か
へ
て
今
は
落
々
た
る
太
夫
松
と
な
れ
り
。
傍
に
観
音
の
像
を
建
り
。
思
ふ
に
小
栗
の
廟
は
相
州
藤
沢
清
浄

光
寺
に
有
。
い
か
な
る
わ
け
に
て
鬼
鹿
毛
此
所
に
来
り
し
哉
い
ふ
か
し
き
事
也
。 

柏
原
城
跡
。 

柏
原
村 

此
所
と
城
跡
と
云
事
上
杉
の
城
共
云
。
又
新
田
義
興
の
城
と
も
云
。
義
興
此
所
に
在
城
と
い

へ
る
事
い
ま
た
旧
記
に
不
見
。
鎌
倉
へ
出
陣
の
志
し
有
し
時
陣
屋
に
て
も
有
し
哉
。
上
杉
の
陣
屋
也
と
も
云
せ
つ
有
。

北
條
小
田
原
よ
り
柏
原
へ
出
張
せ
し
跡
か
。
上
杉
憲
政
古
河
公
方
晴
氏
砂
窪
ま
て
出
陣
し
て
関
東
勢
を
催
し
給
ふ
事

は
北
條
の
書
に
も
見
へ
た
り
。
柏
原
城
と
云
事
旧
記
に
見
え
す
お
ほ
つ
か
な
し
。 

上
戸
城
跡
。 

上
戸
村 

昔
川
越
の
城
地
の
よ
し
。
天
神
縁
記
に
も
あ
り
。
世
人
み
な
い
ふ
事
也
。
上
戸
の
城
と
い
へ
る

事
い
つ
れ
の
書
に
も
見
え
ず
。
思
ふ
に
上
戸
村
鯨
井
村
と
隣
に
て
一
所
の
地
也
。
今
上
戸
の
城
跡
と
い
へ
る
は
旧
記
に
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鯨
井
の
城
成
へ
し
。
鯨
井
の
城
は
北
條
家
持
国
の
時
宮
城
美
作
守
宣
好
居
之
、
御
領
国
と
な
り
。
戸
田
左
門
一
西
在
城

す
。
其
後
廃
城
と
な
り
。
此
城
に
有
竹
木
の
類
み
な
川
越
に
寄
た
り
と
云
。
此
言
を
以
て
世
俗
に
城
を
移
せ
り
と
云
成

る
へ
し
。 

松
山
城
跡
。 

比
企
郡 

此
城
は
北
条
家
持
国
の
時
上
田
安
樂
斎
正
景
在
城
御
領
国
と
成
て
松
平
内
膳
正
家
広
居
之
、

其
後
廃
城
に
な
れ
り
。
今
に
大
手
惣
堀
の
跡
櫓
馬
場
歴
然
と
し
て
其
儘
有
。
永
禄
五
年
氏
康
此
所
を
責
し
時
の
籏
塚

と
て
所
々
に
其
跡
残
れ
り
。
外
曲
輪
と
覚
し
き
所
岩
山
に
洞
の
こ
と
き
穴
凡
百
計
も
有
へ
し
。
い
か
様
合
戦
の
時
分
此

穴
に
宿
り
し
も
の
哉
。
世
俗
に
は
上
代
火
の
雨
降
し
時
掘
し
穴
成
と
云
伝
へ
し
事
也
。 

 
 
 

新
河
岸
樠
山 

 
 
 
 
 

大
塚
右
近
桜 

 
 
 
 
 

岸
村
梅
屋
舗 

 
 
 
 
 

的
場
村
狼
塚 

 
 
 

高
島
九
十
橋 

 
 
 
 
 

大
仙
波
猿
坂 

 
 
 
 
 

杉
下
姥
ヶ
池 

 
 
 
 
 

中
台
駒
留
原 

 
 
 

荒
宿
雀
ヶ
森 

 
 
 
 
 

杉
下
柳
馬
場 

 
 
 
 
 

武
蔵
野
木
宮
地
蔵 

 
 

野
田
下
亀
甲
塚 

 
 
 
 
 
 

懐
古
来
歴
不
詳
其
目
録
而
已
記
し
大
尾
と
す
。 


